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２
０
２
５
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
参
加
報
告

　

４
月
４
日
・
５
日
、「
２
０
２
５
セ
ン

ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ

ウ
」
が
、
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
御
殿

場
馬
術
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
大
会
に
、
お
か
や
ま
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
（
会
長　

山
本

真
五
）
か
ら
８
頭
の
出
品
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

８
頭
の
出
品
牛
す
べ
て
が
健
闘
し
、
４

位
に
１
頭
、
５
位
に
１
頭
、
１
等
賞
に
２

頭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
審
査
成
績
は
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
も
に
栃
木
県
の
牛
が

選
ば
れ
、
各
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
栃
木

県
、
群
馬
県
、
長
野
県
な
ど
の
牛
が
選
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
当
日
は
天

気
予
報
で
は
雨
が

心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
降
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
例
年

よ
り
２
週
間
程
度

早
い
開
催
で
し
た

の
で
、
富
士
山
に

か
か
る
雪
が
多

く
、
い
つ
も
と
違

う
景
色
で
し
た
。

　

応
援
い
た
だ
い

た
方
々
に
こ
の
場

を
か
り
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

2025セントラルジャパン岡山県出品者および出品牛
出品番号 部 農家名 名　　　　　　　　号

108 1 ㈱ 松 﨑 牧 場 ＣＦ　ダイヤモンドバツク　バーガン　アーニヤ　ＲＥＤ
219 2 ㈲ 長 恒 牧 場 ロンゲスト　ビユーテイー　サマー　ローガン
303 3 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　サンダーストーム　フエルト
403 4 ㈲ 長 恒 牧 場 ロンゲスト　ＭＳ　ハクセル　リコライス
413 4 ㈱Farm Luckyhon ラッキーホン　クリーム　ＫＩＮＧ　ルーシー
612 6 吉 原 直 樹 グランデイール　イモマキ　ＥＴ
1008 10 ㈲ 長 恒 牧 場 ロンゲスト　ラマニア　サイドキツク　ルル
1109 11 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　マウイ　ブチコ　フタゴ

出品者の皆さん
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西
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
開
催

　

４
月
13
日
、
中
国
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
協
議
会
（
会
長　

山
本
真
五
）
主
催

に
よ
る「
第
４
回
西
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
」

が
真
庭
市
の
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
成
21
年
以
来
、
16
年
ぶ
り
の

西
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
中
国
５
県
、
兵
庫
県
、
高
知
県
か
ら

86
頭
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
に
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
会
長
な
ら
び
に

全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
副
会
長

で
あ
る
吉
田
智
貴
氏
、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
審

査
員
に
小
原
潤
哉
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に
は
、
㈲

グランドチャンピオン　Ｒ02.09.21生
真庭市　㈲長恒牧場所有

審査員
吉田　智貴氏

長
恒
牧
場
の
愛
牛
、
ロ
ン
ゲ
ス
ト　

ラ
マ

ニ
ア　

サ
イ
ド
キ
ツ
ク　

ル
ル
号
、
リ

ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に

は
、
広
島
県
庄
原
市
フ
ァ
ン
キ
ー
牧
場　

向
田
修
実
さ
ん
の
愛
牛
、
ド
リ
ー
ム　

ア

リ
ー　

タ
ブ　

Ｍ
Ｕ
Ｋ
号
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
優
秀
高
校
は
岡
山
県
立
高

松
農
業
高
等
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
各
部

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

今
年
は
３
月
22
日
に
お
か
や
ま
Ｂ
＆

Ｗ
、
４
月
４
日
～
５
日
に
セ
ン
ト
ラ
ル

ジ
ャ
パ
ン
が
あ
り
、
非
常
に
タ
イ
ト
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
カ
ー
フ
の
部
を

は
じ
め
多
数
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
悪
天
候
の
中
ご
来
場
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
方
々
、
今
大
会
開
催
に
際

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

第４回

第４回西日本B＆Wショウ成績表
成　　　　績 名　　　　　　　　号 生年月日 府県 氏　　名

リザーブジュニアグランドチャンピオン
カーフの部チャンピオン マスター　ダイナス　フレイ Ｒ06.08.15 高知県 増 田 喜 久

後代検定の部チャンピオン ウエストバレー　トライタウン　ブーテイー　カカオ Ｒ06.07.08 鳥取県 西 谷 拓 実
１ 部 チ ャ ン ピ オ ン ＣＦ　ダイヤモンドバツク　バーガン　アーニヤ　ＲＥＤ Ｒ06.05.25 岡山市 ㈱ 松 﨑 牧 場
２ 部 チ ャ ン ピ オ ン ブルートパーズ　アリゲーター　ローズ Ｒ06.03.09 広島県 藤 井 康 浩
３ 部 チ ャ ン ピ オ ン ローランド　シヤムロツク　サクラ Ｒ05.12.13 広島県 市 川 勝 敏
ジュニアグランドチャンピオン
４ 部 チ ャ ン ピ オ ン ラツキーホン　クリーム　ＫＩＮＧ　ルーシー Ｒ05.07.08 笠岡市 ㈱Farm Luckyhon

５ 部 チ ャ ン ピ オ ン ラツキーホン　デスポインテス　キング　シドニー Ｒ05.04.13 笠岡市 ㈱Farm Luckyhon
インターミディエイトチャンピオン
６ 部 チ ャ ン ピ オ ン グランデイール　ヒキワリ　ＥＴ Ｒ04.12.05 津山市 吉 原 直 樹

７ 部 チ ャ ン ピ オ ン ＷＲ　フエアリー　ジユリア Ｒ04.08.11 鳥取県 陰 山 晃 司
８ 部 チ ャ ン ピ オ ン ダイホウ　ウツズスター　パワーボール Ｒ03.10.20 鳥取県 （同）前  田  牧  場
グランドチャンピオン
シ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン
９ 部 チ ャ ン ピ オ ン

ロンゲスト　ラマニア　サイドキツク　ルル Ｒ02.09.21 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

リザーブグランドチャンピオン
リザーブシニアチャンピオン
1 0 部 チ ャ ン ピ オ ン

ドリーム　アリー　タブ　ＭＵＫ Ｒ01.10.29 広島県 ファンキー牧場向田修実

リザーブインターミディエイトチャンピオン リバービレツジ　オムラ　ハンコツク　スウイートネス Ｒ05.01.07 島根県 河 村 保 志

3 2025.5月号 2025.5月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



蒜
山
高
原
ジ
ャ
ー
ジ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
開
催
！

　

４
月
26
日
、
お
か
酪
ジ
ャ
ー
ジ
ー
改
良

同
志
会
（
会
長　

美
甘
正
平
）
主
催
に
よ

る
「
第
21
回
蒜
山
高
原
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
」が
、真
庭
市
の
蒜
山
ホ
ー

ス
パ
ー
ク
馬
術
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
は
、
氷
点
下
ま
で
気
温
が
低
下
し

ま
し
た
が
、
太
陽
が
見
え
始
め
る
と
気
温

が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
、
絶
好
の
共
進
会
日グランドチャンピオン牛を囲んで

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
頭
数
は
23
頭
、
審
査
員
に
ア
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長　

細
野
淳

氏
、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
審
査
員
に
エ
リ
ー
ト

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
㈱
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

山
岸
黄
太
氏
を
お
招
き
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
予
想
投
票
で
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
正
解
者
に
は
景
品
が
当
た
り

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
１
位
か
ら
３
位

ま
で
の
順
位
を
当
て
る
強
者
も
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
酪
農
大
学
校
の
カ
ヤ
ベ　

バ
イ
オ
リ
ン

　

キ
ツ
ド
ロ
ツ
ク　

チ
エ
ロ　

Ｅ
Ｔ
号

が
、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
丸
山
昭
博
牧
場
の
Ｓ
Ｒ
Ｊ　

ヒ
ロ
ツ
ク

　

コ
ン
ツ
ア
ー
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
各

部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

美
甘
正
平
氏
は
「
今
秋
開
催
さ
れ
る
全

共
北
海
道
大
会
に
向
け
さ
ら
に
飼
育
管
理

に
力
を
入
れ
、
全
国
で
好
成
績
を
収
め
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
大
会
開
催
に
際
し
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
蒜
山
事
務
所
）

第21回

第21回蒜山高原ジャージースプリングショウ成績表
成　　　　績 名　　　　　　　　号 氏　　名

ジュニアグランドチャンピオン カヤベ　バイオリン　キツドロツク　チエロ　ＥＴ （公財）中国四国酪農大学校
ジュニアリザーブグランドチャンピオン カヤベ　バイオリン　キツドロツク　ビオラ　ＥＴ （公財）中国四国酪農大学校
シニアグランドチャンピオン ＳＲＪ　ヒロツク　コンツアー 丸 山 昭 博
シニアリザーブグランドチャンピオン ＳＲＪ　ジヨーダン　アイデア 丸 山 昭 博

部 等　　　席 名　　　　　　　　号 氏　　名

未　

経　

産　

牛

1

チ ャ ン ピ オ ン オセオラ　カジノ　リバー 美 甘 正 平
リザーブチャンピオン バンセン　カジノ　アミー　8279 ㈲ 万 庭 牧 場
１ 等 １ 席 ＬＶ　トルーラ　ブリザード　ハツカゼ 小 谷 　 徹
１ 等 ２ 席 ジユアンヌ　ブリザード　モンマルトル ㈲蒜山ラッテバンビーノ

2

チ ャ ン ピ オ ン カヤベ　バイオリン　キツドロツク　チエロ　ＥＴ （公財）中国四国酪農大学校
リザーブチャンピオン カヤベ　バイオリン　キツドロツク　ビオラ　ＥＴ （公財）中国四国酪農大学校
１ 等 １ 席 ＳＲＪ　コンツアー　セリホフ　ローズ 丸 山 昭 博
１ 等 ２ 席 ＡＧＭ　ＭＲ　メイン　ラミ ㈱ あ さ な べ 牧 場

経　
　

産　
　

牛

3

チ ャ ン ピ オ ン ＳＲＪ　ヒロツク　コンツアー 丸 山 昭 博
リザーブチャンピオン カヤベ　クーラベール　シヨツカー　ミミイ （公財）中国四国酪農大学校
１ 等 １ 席 シルバー　ビクトリアス　テキサス ㈲ 万 庭 牧 場
１ 等 ２ 席 ポイントン　バンクロフト　ピテイオ ㈱ あ さ な べ 牧 場

4

チ ャ ン ピ オ ン ＳＲＪ　ジヨーダン　アイデア 丸 山 昭 博
リザーブチャンピオン ＡＧＭ　ＶＳ　スチーム　アイモ ㈱ あ さ な べ 牧 場
１ 等 １ 席 ブライアー　Ｗ　スーナー　カジノ　バンブ （公財）中国四国酪農大学校
１ 等 ２ 席 フオレスト　クローザー　リアルズ　スーナー 美 甘 正 平
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
６
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
研
究
所

　

６
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
に

つ
い
て
は
、
急
遽
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
７
月

10
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　シヤーロツト　ビゲロ　シャルル　シヤーレツテイ　ＥＴ
登録番号：13909  7302  8
北海道導入牛の孫、産乳成分に優れる
体型小さめ

６／５

♂：オーウエン（777H12666）
米国４位相当

ヤングサイヤ、産乳成分に優れ体型指数も高い

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3108

396

100

1%

1%

14%

94% -112

150410
2%

2%
66293
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40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報（在群上位牛）

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数

ウルル 3262 １% ウエストジエツト 1390973202 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 5

　 選別精液♀ ダイレクト 3

　 オーウエン（♀） 777H12666 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ダイレクト 6

キヤツプ 3176 １％ チヤシテイ 1509873645 マローン（♀） 507H16263 選別精液♀ ガラス化 3

　 パースーツ（♀） 777H11186 選別精液♀ ダイレクト 7

シヤルル 3100 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

　 レツチワース（♀） 550H16110 選別精液♀ ガラス化 3

キヤシー 3098 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

キズナ 3084 １％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 3042 ２％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

パーフェクト（♀） 507H15085 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ダイレクト 3

ラビー 3010 ２％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

キヤスト 2917 ４％ チヤシテイ 1354972036 デデイケート（♀） 551H3590 選別精液♀ ダイレクト 3

キヤリー 2776 ９％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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令
和
７
年
度
生
乳
課
拠
出
金
に
つ
い
て

令
和

７
年

度
の

酪
農

振
興

対
策

へ
の

全
国

的
な

取
り

組
み

に
係

る
中

央
拠

出
金

等
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
１

．
拠

出
金

等
の

対
象

事
業

名
及

び
内

容
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

（
　

）
は

乳
代

精
算

書
の

控
除

の
名

称
区

分
拠

出
金

単
価

（
生

乳
㎏

当
た

り
）

拠
　

出
　

先
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

備
　

考
用

　
　

途
単

　
　

価
［

Ａ
］

消
費

拡
大

資
金

　
　

　（
消

費
拡

大
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

20銭
（

前
年

同
額

）
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）

［
Ｂ

］
Ｊ

ミ
ル

ク
事

業
拠

出
金

　
　

　（
Ｊ

ミ
ル

ク
拠

出
金

）
継

続
①

飲
用

等
向

け
５

銭
（

前
年

同
額

）
Ｊ

ミ
ル

ク
　

Ｊ
ミ

ル
ク

が
実

施
す

る
普

及
及

び
流

通
関

連
事

業
を

実
施

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

②
乳

製
品

向
け

２
銭

（
前

年
同

額
）

［
Ｃ

］
酪

農
理

解
促

進
広

報
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

促
進

広
報

事
業

）
継

続
受

託
販

売
総

量
４

銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
酪

農
教

育
フ

ァ
ー

ム
関

連
活

動
及

び
消

費
者

交
流

等
、

及
び

ミ
ル

ク
ク

ラ
ブ

等
を

通
じ

た
情

報
発

信
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｄ
］

牛
乳

消
費

促
進

対
策

事
業

　
　

　（
牛

乳
消

費
促

進
対

策
事

業
）

継
続

飲
用

等
向

け
10銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

「
ミ

ル
ク

・
ジ

ャ
パ

ン
」

事
業

の
実

施
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｅ
］

需
給

調
整

機
能

強
化

全
国

支
援

事
業

　
　

　（
需

給
調

整
機

能
強

化
全

国
支

援
事

業
）

継
続

受
託

販
売

総
量

１
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

生
乳

供
給

情
報

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
ー

維
持

・
保

守
等

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｆ

］
加

工
原

料
乳

等
生

産
者

経
営

安
定

対
策

　
　

　（
経

営
安

定
対

策
積

立
金

）
継

続
乳

製
品

向
け

（
希

望
者

に
限

る
）

30銭
（

前
年

同
額

） （
一

社
）中

央
酪

農
会

議
（

生
産

者
積

立
金

は
、中

国
生

乳
販

連
で

管
理

）

加
工

原
料

乳
価

格
の

低
落

時
に

お
け

る
補

填
基

金
事

業
生

産
者

：
国

＝
１

：
３

の
割

合
で

生
産

者
基

金
を

造
成

（
令

和
５

年
度

精
算

実
績

は
20銭

／
㎏

）
課

税
対

象
外

（
不

課
税

）

［
Ｇ

］
乳

製
品

在
庫

調
整

対
策

事
業

賦
課

金
　

　
　（

乳
製

品
在

庫
調

整
対

策
事

業
）

廃
止

受
託

販
売

総
量

35銭
（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

課
税

対
象

外
（

不
課

税
）

［
Ｈ

］
生

産
基

盤
活

性
化

対
策

・
生

乳
共

販
　

　
体

制
維

持
強

化
対

策
資

金
　

　
　（

生
産

基
盤

活
性

化
対

策
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

18銭
（

前
年

同
額

）
中

国
生

乳
販

連
生

乳
共

販
体

制
維

持
強

化
並

び
に

生
乳

需
給

変
動

対
応

費
用

、
自

然
災

害
等

に
よ

る
生

乳
廃

棄
に

対
す

る
見

舞
金

制
度

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
等

互
助

基
金

（
１

銭
）

を
組

み
入

れ
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）

［
Ｉ

］
酪

農
理

解
醸

成
活

動
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

醸
成

活
動

事
業

）
継

続
飲

用
等

向
け

５
銭

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

乳
価

値
上

げ
へ

の
理

解
訴

求
及

び
牛

乳
需

要
喚

起
等

に
係

る
経

費
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｊ
］

生
乳

需
給

安
定

化
対

策
拠

出
金

　
　

　（
生

乳
需

給
安

定
化

対
策

拠
出

金
）

組
替

受
託

販
売

総
量

30銭
（

前
年

同
額

）
中

国
生

乳
販

連
乳

製
品

隔
離

等
独

自
対

策
及

び
酪

農
乳

業
需

給
変

動
対

策
の

た
め

の
生

産
者

負
担

金
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）

　
①

［
Ａ

］
の

消
費

拡
大

資
金

に
は

、
岡

山
県

酪
農

乳
業

協
会

拠
出

金
及

び
お

か
ら

く
消

費
拡

大
事

業
を

含
み

ま
す

。
　

②
［

Ｂ
］

～
［

Ｇ
］

の
事

業
に

お
い

て
実

施
後

に
残

預
金

が
生

じ
た

場
合

は
、

拠
出

実
績

に
応

じ
た

返
還

を
い

た
し

ま
す

。
　

③
［

Ｈ
］

～
［

Ｊ
］

の
事

業
は

中
国

生
乳

販
連

で
管

理
・

運
用

を
い

た
し

ま
す

。

２
．

拠
出

方
法

　
①

令
和

７
年

４
月

１
日

出
荷

生
乳

か
ら

対
象

と
い

た
し

ま
す

。
　

②
上

記
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

に
係

る
月

別
必

要
拠

出
額

（
用

途
別

数
量

×
単

価
）

を
受

託
数

量
に

応
じ

て
拠

出
を

お
願

い
し

ま
す

。

62025.5月号 2025.5月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



１
．

拠
出

金
等

の
対

象
事

業
名

及
び

内
容

拠
出

金
・

賦
課

金
名

称
（

　
）

は
乳

代
精

算
書

の
控

除
の

名
称

区
分

拠
出

金
単

価
（

生
乳

㎏
当

た
り

）
拠

　
出

　
先

事
　

　
　

業
　

　
　

概
　

　
　

要
備

　
考

用
　

　
途

単
　

　
価

［
Ａ

］
消

費
拡

大
資

金
　

　
　（

消
費

拡
大

資
金

）
継

続
受

託
販

売
総

量
20銭

（
前

年
同

額
）

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｂ

］
Ｊ

ミ
ル

ク
事

業
拠

出
金

　
　

　（
Ｊ

ミ
ル

ク
拠

出
金

）
継

続
①

飲
用

等
向

け
５

銭
（

前
年

同
額

）
Ｊ

ミ
ル

ク
　

Ｊ
ミ

ル
ク

が
実

施
す

る
普

及
及

び
流

通
関

連
事

業
を

実
施

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

②
乳

製
品

向
け

２
銭

（
前

年
同

額
）

［
Ｃ

］
酪

農
理

解
促

進
広

報
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

促
進

広
報

事
業

）
継

続
受

託
販

売
総

量
４

銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
酪

農
教

育
フ

ァ
ー

ム
関

連
活

動
及

び
消

費
者

交
流

等
、

及
び

ミ
ル

ク
ク

ラ
ブ

等
を

通
じ

た
情

報
発

信
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｄ
］

牛
乳

消
費

促
進

対
策

事
業

　
　

　（
牛

乳
消

費
促

進
対

策
事

業
）

継
続

飲
用

等
向

け
10銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

「
ミ

ル
ク

・
ジ

ャ
パ

ン
」

事
業

の
実

施
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｅ
］

需
給

調
整

機
能

強
化

全
国

支
援

事
業

　
　

　（
需

給
調

整
機

能
強

化
全

国
支

援
事

業
）

継
続

受
託

販
売

総
量

１
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

生
乳

供
給

情
報

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
ー

維
持

・
保

守
等

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｆ

］
加

工
原

料
乳

等
生

産
者

経
営

安
定

対
策

　
　

　（
経

営
安

定
対

策
積

立
金

）
継

続
乳

製
品

向
け

（
希

望
者

に
限

る
）

30銭
（

前
年

同
額

） （
一

社
）中

央
酪

農
会

議
（

生
産

者
積

立
金

は
、中

国
生

乳
販

連
で

管
理

）

加
工

原
料

乳
価

格
の

低
落

時
に

お
け

る
補

填
基

金
事

業
生

産
者

：
国

＝
１

：
３

の
割

合
で

生
産

者
基

金
を

造
成

（
令

和
５

年
度

精
算

実
績

は
20銭

／
㎏

）
課

税
対

象
外

（
不

課
税

）

［
Ｇ

］
乳

製
品

在
庫

調
整

対
策

事
業

賦
課

金
　

　
　（

乳
製

品
在

庫
調

整
対

策
事

業
）

廃
止

受
託

販
売

総
量

35銭
（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

課
税

対
象

外
（

不
課

税
）

［
Ｈ

］
生

産
基

盤
活

性
化

対
策

・
生

乳
共

販
　

　
体

制
維

持
強

化
対

策
資

金
　

　
　（

生
産

基
盤

活
性

化
対

策
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

18銭
（

前
年

同
額

）
中

国
生

乳
販

連
生

乳
共

販
体

制
維

持
強

化
並

び
に

生
乳

需
給

変
動

対
応

費
用

、
自

然
災

害
等

に
よ

る
生

乳
廃

棄
に

対
す

る
見

舞
金

制
度

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
等

互
助

基
金

（
１

銭
）

を
組

み
入

れ
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）

［
Ｉ

］
酪

農
理

解
醸

成
活

動
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

醸
成

活
動

事
業

）
継

続
飲

用
等

向
け

５
銭

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

乳
価

値
上

げ
へ

の
理

解
訴

求
及

び
牛

乳
需

要
喚

起
等

に
係

る
経

費
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｊ
］

生
乳

需
給

安
定

化
対

策
拠

出
金

　
　

　（
生

乳
需

給
安

定
化

対
策

拠
出

金
）

組
替

受
託

販
売

総
量

30銭
（

前
年

同
額

）
中

国
生

乳
販

連
乳

製
品

隔
離

等
独

自
対

策
及

び
酪

農
乳

業
需

給
変

動
対

策
の

た
め

の
生

産
者

負
担

金
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）

　
①

［
Ａ

］
の

消
費

拡
大

資
金

に
は

、
岡

山
県

酪
農

乳
業

協
会

拠
出

金
及

び
お

か
ら

く
消

費
拡

大
事

業
を

含
み

ま
す

。
　

②
［

Ｂ
］

～
［

Ｇ
］

の
事

業
に

お
い

て
実

施
後

に
残

預
金

が
生

じ
た

場
合

は
、

拠
出

実
績

に
応

じ
た

返
還

を
い

た
し

ま
す

。
　

③
［

Ｈ
］

～
［

Ｊ
］

の
事

業
は

中
国

生
乳

販
連

で
管

理
・

運
用

を
い

た
し

ま
す

。

２
．

拠
出

方
法

　
①

令
和

７
年

４
月

１
日

出
荷

生
乳

か
ら

対
象

と
い

た
し

ま
す

。
　

②
上

記
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

に
係

る
月

別
必

要
拠

出
額

（
用

途
別

数
量

×
単

価
）

を
受

託
数

量
に

応
じ

て
拠

出
を

お
願

い
し

ま
す

。

連帯保証人は
お願いしたくないな･･･

そんな
お悩みを

ＪＡ三井リースの
「酪農用妊娠牛導入資金サポート」が

解決します！

ＪＡ三井リースの
「酪農用妊娠牛導入資金サポート」が

解決します！

契約期間：最長36ヵ月（据置期間：最長6ヵ月）

適用金利：長期プライムレート＋1.5％（返済は毎月一定額）

事務手数料：１頭あたり10,000円（税別）

連帯保証人：原則不要 但し、申込時年齢70歳超の場合は事業後継者、
法人の場合は代表者連帯保証をお願いしております。

その他：事業対象牛への譲渡担保設定
家畜共済、家畜防疫互助事業、配合飼料価格安定基金への加入

酪農用妊娠牛導入資金サポート

育成牛を買い戻し
たいけど積立金不足で･･･

分割払いできる
プランはないかな･･･

農業分野の取扱高リース業界トップのノウハウを活かし
お客様の乳用牛導入をサポートします

取組条件
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スキーム

組合員様

⑥導入資金立替払い

①乳用牛導入
⑦生乳出荷

③支払委託契約
締結

④対象牛
譲渡担保設定

⑨控除後
残金精算

ＪＡ
おからく

ＪＡ
おからく

⑧賦払金
（乳代控除）

申込時必要書類

青色申告決算書（個人事業主）、決算報告書（農業生産法人）：３期分

検定成績表（牛群）：直近1ヵ月分

ＪＡ三井リース所定の申込書

※当社基準によりお引き受けできない場合がありますので、あらかじめご了承願います。

商 号 ＪＡ三井リース株式会社
事 業 内 容 賃貸事業、割賦販売事業、各種ファイナンス事業
本社所在地 東京都中央区銀座8-13-1 銀座三井ビルディング
設 立 2008年4月1日
資 本 金 320億円
従 業 員 単体：760名 連結：2,010名
決 算 期 3月
主 要 株 主 農林中央金庫、三井物産株式会社

全国農業協同組合連合会、株式会社三井住友銀行
全国共済農業協同組合連合会、三井住友信託銀行株式会社

会社概要

②納品書提示

⑤導入牛請求書提示
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初妊牛代金：650,000円 諸経費含む

返 済 条 件：① 期間36ヵ月、据置期間6ヵ月、支払回数30回
② 期間24ヵ月、据置期間4ヵ月、支払回数20回

適 用 金 利：※3.55％（全期間固定）、元利均等方式

事務手数料：１頭あたり10,000円（税別）

※ 2.05％（長期プライムレート） ＋ 1.5％
※ 長期プライムレートは「みずほ銀行が公表する条件」を採用しております。
※ 上記適用金利は2025年4月時点の水準であり、実際の適用金利はご契約時点の

長期プライムレートで決定させていただきます。

＜ご参考＞ 酪農用妊娠牛導入資金サポート
お支払い例

前提条件

お支払い例

月々
① 22,982円

22,982円 ﾗ 30回 ＋ 11,000 ＝ 700,460円

事務手数料月々 支払い総額支払い回数

② 33,773円

33,773円 ﾗ 20回 ＋ 11,000 ＝ 686,460円

事務手数料月々 支払い総額支払い回数

①

②
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はじめに
　いつもお世話になっております。暖かく過ごしやすい季節がやってきました。今年の夏も全国的に厳
しい暑さが予想されています。
　そのため、早いうちから暑熱対策を講じることが重要です。暑さによる腐敗や、エサの二次発酵によ
る嗜好性低下に悩まされるケースが多くみられます。これらを防ぐためには、飼槽の適切な管理が欠か
せません。そこで、暑熱対策の一環としておすすめしたいのが「飼槽レジン施工」です。
　飼槽レジンは飼槽の表面に塗布することで、地面からの湿気や熱の伝導を抑え、飼槽内温度の上昇を
防ぐ効果があります。これにより、エサの品質劣化や二次発酵のリスクを軽減します。さらに、飼槽を
綺麗に掃除ができるため、カビや細菌の繁殖を防止することができます。
３月末にレジン施工を実施しました！その時のようすやポイントをご紹介します。
①飼槽の表面を掃除する。

　バーナーで炙り、グラインダー
や金たわしで表面を平らにする。
炙ることで残滓など有機物が焦げ
て剥がしやすくなります。高圧洗
浄機での水洗いでも可能ですが、
完全に乾くまで待つ必要がありま
す。
※バーナーの使用時は、火事に注

意してください。またグライン
ダーの使用時には防塵メガネ・マスクを使用してください。

②プライマーを塗る。塗布前の下処理、接着剤の役割
　テープで目張りをすると綺麗に仕上がります。「刷毛で薄く均一に塗布すること」「しっかりと乾か
すこと」が最も重要。塗り残しやムラ、水気があると剥がれてくる恐れがあるためしっかりと塗って
ください。
③レジンを塗る。

　レジンの攪拌は人力だと十分に攪拌
されないため、電動撹拌機が好ましい
です。レジンを飼槽に流し込み、ゴム
ベラやコテで広げます。破損がひどい
場合は砂利を利用して表面を平らに修
復してください。

④硬化時間は２～３時間。気温や気候によって硬化時間は変わります。
　完全に乾く前に、目張りしたテープを剥が
すと、綺麗に剥がれ、塗装の角が丸く仕上が
ります。冬場の気温が低いと硬化時間が長く
なるため、ヒーターなど温める機械があると
良いです。
最後に
　プライマーを塗る前の下準備には予想以上に
時間がかかりましたが、施工自体は思ったより
も簡単に進みました。施工から３週間後、使用
感を伺ったところ「たくさんのエサが軽い力で

飼槽レジン施工をやってみた！
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　澤田　　茜
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

４
月
10
日
、
米
子
市
に
て
第
54
回
西

日
本
酪
農
青
年
女
性
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
、
お
か
ら
く
女
性
部
を
代
表
し
、

私
、
雲
岡
阿
耶
が
意
見
・
体
験
の
部
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
の
中
、
応
援
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
女
性
部
員
、
青
年
部
員
の
方
々

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
見
事
、
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
掴
み
取
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
は
、
７

月
17
日
・
18
日
、
岡

山
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
自
県
開
催

で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
西
日
本
大
会
以

上
に
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
応
援
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
会
場
に

皆
さ
ん
応
援
し
に
来

て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い

ま
す
‼

い
ざ
、
全
国
大
会
へ
‼

び
ほ
く
地
区
女
性
部
　
雲
岡
　
阿
耶

西日本発表大会にて 家族写真

発表者　雲岡阿耶さん

第
54
回
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
酪
農
発
表
大
会

　

４
月
10
日
、「
第
54
回
西
日
本
酪
農
発

表
大
会
」
が
、
鳥
取
県
米
子
市
「
米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

経
営
の
部
で
は
、
大
山
乳
業
農
業
協
同

組
合
青
年
部　

福
田
寛
さ
ん
が
発
表
を
さ

れ
、
最
優
秀
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

意
見
・
体
験
発
表
の
部
で
は
、
お
か
や

ま
酪
農
業
協
同
組
合
女
性
部　

雲
岡
阿
耶

さ
ん
、
大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
女
性
部

硲
み
ち
子
さ
ん
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
講
評

【
経
営
発
表
の
部
】

　

福
田
さ
ん
は
従
事
者
が
ゆ
と
り
を
も
っ

て
作
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
さ
ら
な
る
作
業
の
省
力
化
を

行
い
、
１
人
当
た
り
の
作
業
時
間
７
時
間

以
内
の
目
標
を
達
成
し
、
安
定
し
た
酪
農

経
営
の
維
持
・
発
展
に
努
め
る
と
共
に
、

地
域
に
求
め
ら
れ
る
酪
農
家
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
意
見
・
体
験
発
表
の
部
】

　

硲
さ
ん
は
引
き
込
ま
れ
る
発
表
手
法
・

一
般
消
費
者
に
話
し
て
い
た
だ
き
た
い

内
容
で
、
大
変
な
中
に
も
感
動
が
あ
る

話
だ
っ
た
。
雲
岡
さ
ん
は
、
家
族
と
と

も
に
酪
農
に
対
す
る
夢
の
実
現
や
取
り

組
む
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
牛
舎
で

い
つ
も
仲
良
く
作
業
を
し
て
い
る
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
内
容
だ
っ
た
。

　

意
見
・
体
験
発
表
で
は
、
酪
農
に
対

す
る
関
わ
り
や
目
標
と
夢
の
実
現
性
に

つ
い
て
は
両
者
と
も
素
晴
ら
し
く
、
甲

乙
つ
け
が
た
い
内
容
で
し
た
が
、
僅
差

で
雲
岡
さ
ん
が
最
優
秀
者
に
選
ば
れ
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
帰
り
参
加
が
可
能
な
鳥
取

県
米
子
市
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
、
応
援
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
参
加
に
際

し
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会

か
ら
参
加
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
52
回
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発

表
大
会
は
７
月
17
日
㈭
～
18
日
㈮　

岡

山
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
岡
山
県
で
の
全
国

発
表
大
会
開
催
は
、
平
成
17
年
の
第
35

回
大
会
以
来
、
20
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
会
場
で
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（生

産
支
援
課
）
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事

報

理

会

告

　

３
月
31
日
、
第
２
９
８
回
理
事
会
を
理

事
８
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
２
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
令
和
７
年
度
生
産
支
援
課
事
業
に
つ
い

て

　

令
和
７
年
度
の
生
産
支
援
課
の
事
業
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
内
容
を
協
議
し
、

承
認
し
た
。

○
令
和
７
年
度
流
通
課
事
業
の
取
組
に
つ

い
て

　

令
和
７
年
度
の
流
通
課
の
事
業
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
内
容
を
協
議
し
、
承
認

し
た
。

○
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　

県
組
合
指
導
課
検
査
結
果
の
指
摘
事
項

に
対
す
る
改
善
条
項
報
告
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
評
議
員
会
回
答
書
に
つ
い
て

　

評
議
員
会
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
自
主
点
検
リ
ス
ト
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

　

自
主
点
検
リ
ス
ト
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
内
容
を
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
組
織
・
管
理
・
職
制
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　

組
織
・
管
理
・
職
制
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
内
容
を
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
令
和
７
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
及
び

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
計
画
に
つ
い

て

　

令
和
７
年
度
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画

に
つ
い
て
協
議
し
、
全
部
署
対
象
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
計
画
に
つ
い
て
も
、
年
間
計

画
を
策
定
し
た
。

○
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
等
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
11
対
応
に
つ
い
て

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ
ー
ト
終
了

に
伴
う
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
11
へ
の
移
行
内

容
及
び
費
用
に
つ
い
て

内
容
を
確
認
し
、
承
認

し
た
。

○
坂
手
フ
ァ
ー
ム
自
己

破
産
に
係
る
対
応
に

つ
い
て

　

坂
手
フ
ァ
ー
ム
自
己

破
産
に
係
る
北
海
道
預

託
牛
の
対
応
に
つ
い
て

管
財
人
の
提
案
内
容
を

協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
役
員
賠
償
責
任
保
険

の
継
続
加
入
に
つ
い

て

　

賠
償
責
任
な
ど
の
リ

ス
ク
に
備
え
保
険
に
継

続
加
入
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。

○
物
価
高
騰
対
策
特
別

手
当
の
支
給
に
つ
い

て

　

職
員
の
物
価
高
騰
対

策
特
別
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
協
議
し
、
承
認

し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
内
部
監
査
の
報
告
に
つ
い
て
、

役
員
補
選
に
係
る
役
員
推
薦
委
員
の
変
更

に
つ
い
て
、
全
酪
連
飼
料
特
別
対
策
に
つ

い
て
、
外
国
人
ヘ
ル
パ
ー
応
募
職
員
の
対

応
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

人　
　

事

職
員
採
用
（
令
和
７
年
５
月
７
日
付
）

　

池
田　

琴
美
（
津
山
事
務
所

ヘ
ル
パ
ー
専
任
職
員
）

退
　
職
（
令
和
７
年
４
月
30
日
付
）

　

早
水　

美
樹
（
総
務
経
理
課
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

13 2025.5月号 2025.5月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

３

３
４～３

４～３
３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

６０８,２５１
６,８２８,３３６

８,５３３
９１,３７６
３４７,５４１

,

２６５,３８０
３,３３４,００４

７,１１７
８４,７３３
４８,７７８

１９４,５８４
１,７８２,１１３

１,１９０
５,１８２

１５５,８６１

１４８,２８７
１,７１２,１７２

２２６
１,４６０

１４２,９０２

101.1 
100.0 
101.1 
98.7 
102.2 

99.2 
97.9 
100.0 
97.7 
98.3 

104.6 
104.1 
105.7 
114.4 
105.5 

100.1 
99.8 
115.3 
114.8 
100.1 

5,304

5,264

8,553
8,439

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
の
一
部
が
夏
産
み
に
シ
フ
ト
し
た
も
の
の
、
初
妊
牛
の

資
源
状
況
が
タ
イ
ト
に
推
移
し
た
な
か
で
、
暑
熱
期
前
の
移
動
需
要
に
よ
り
、
平
均
価

格
は
税
込
64
万
６
千
円
（
前
月
比
１
万
１
千
円
安
・
前
年
比
１
万
６
千
円
安
）
と
保
ち

合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
暑
熱
期
を
迎
え
る
前
の
導
入
需
要
が
一
定
程
度
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
出
回
り
の
中
心
が
夏
分
娩
牛
と
な
る
こ
と
か
ら
、
初
妊
牛
相
場
は
、

現
状
水
準
か
ら
弱
含
み
で
の
価
格
展
開
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
５月

８日　定例監事監査（～９日）

12日　蒜山地区ブロック会議

16日　第２回役員推薦会議

23日　管理職会議

27日　備南地区ブロック会議

29日　理事会

６月

２日　西大寺地区ブロック会議

６日　牛乳月間キャンペーン県庁訪問

12日　びほく地区ブロック会議

19日　管理職会議

23日　第13回通常総会・臨時理事会

30日　理事会

162025.5月号 2025.5月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号


